
第3-4講 指導者の視点で実践を構想する
―大正時代をなぜどのように教えるか－

社会系（地理歴史）
教科指導法



演習課題１

扱う対象は同じ「大正時代」。しかし，
教える内容や教え方は同じではない・・・

（1） あなたの「一押し」指導案はどれですか，
それはどうして？

（2） 「一押し」指導案を商品に見立てて，その
”魅力・良さ”を宣伝する広告（ポスター）を
描こう。なぜそれはいいの？

→ 何を基準にして”魅力・良さ”を訴えますか？？？













演習課題２

扱う対象は同じ「大正時代」。しかし，
教える内容や教え方は同じではない・・・

（1） 壁に張ってある広告を閲覧しよう

（2） 共感できる箇所に，赤色系のステッカー
で「いいねlike」コメントをつけよう

（3） 納得できない箇所には，青色系のステッ
カーで「やだねdislike」コメントをつけよう

→人格批判はご法度です，健全かつクリティカルな意見を！



国民・市民に求められる資質・能力とは

１．教養教育論…何を知るべき・するべき？

共同体の構成員として（当然）共有され身につける
べき知識や技能の記録力・再現力を育てる

２．科学教育論…なぜ・どうして？

資料読解や推論を通して，社会の仕組みや問題の
背景を考察し，説明できる思考力・表現力を育てる

３．市民教育論…どうなってる・どうしよう？

議論や評価・決定を通して，より良い政策・制度を
構想し，提案できる判断力・実践力を育てる

Ⅰ 社会科の学力観・教科観



Ａ たくさんの要素を，
順序を追って知る

Ｂ 要素をつないでいき，
流れや関連を知る

Ｃ 要素の意味を捉える
大きな枠組みを知る

Ⅱ 同一主題の内容解釈の多様性



知識の構造
思考の結果として得られた知識の質を階層化したもの。社会科
で教えられる知識は，個別的・記述的な知識→一般的・説明的
な知識→価値的・評価的な知識…と階層化して捉えることがで
きる（森分,1978・1984）

教科書には，どのような知識が記載されていますか。

ゲートキーピング，エイムトーク(Gatekeeping, Aims talk)

教師は，授業づくりの最終決定者であり，意図されたカリキュラ
ムを自分の信念や置かれた状況・条件を踏まえて読み替えて
いく（主体的で自立的な）存在とみなす考え方。
とくに社会科教師は，自己のゲートキーピングに自覚的である
べきで，「なぜそうするのか」＝教育の目的を明示的に語ること
が求められる (Thornton,2005)

本日の概念２



１．一般理論
時代や地域に限定されることなく，２の関係や構造・特色を
説明しうる概念・法則

２．個別解釈
（1）つながり・関係が生み出す，その時代・その地域ならで
はの，他とは異なる特色・構造【時代・地域解釈】

（2）３の事象・出来事の相互のつながり・関係【事象解釈】

３．事実
（1）特定の地域・時代の事象・出来事を記述した事実

（2）その記述に必要な用語・単語



事 実

個別解釈

一般理論

価 値

（事象解釈）

（時代・地域解釈）

学術的・社会的に学ぶ意義を
見出せる知識…汎用性

個別性が高い
量が多い

一般性が高い
量が少ない

子どもが学ぶ意義を
見出せる知識…有意味性

教師A

教師B

教師C
教師D

教師X


